
Ⅰ 調査の概要

１ 調査の目的

学校給食の現状と課題を把握し、その改善充実に資することを目的とする。

２ 調査の根拠法令

統計法

３ 調査の対象

国公私立の小学校、中学校（中等教育学校前期課程を含む）、特別支援学校、夜間

定時制高等学校

４ 抽出方式

全数調査

５ 調査事項

米飯給食実施状況

６ 調査の実施時期

平成２１年５月１日現在

７ 調査の方法

（１）調査系統

文部科学大臣

附属学校を置く 国立の小学校、中学校（中等教育学校前期課程を含む）、

各国立大学法人学長 特別支援学校、夜間定時制高等学校、幼稚園の長

各都道府県 公立の小学校、中学校（中等教育学校前期課程を含む）、

教育委員会教育長 特別支援学校、夜間定時制高等学校、幼稚園の長

各都道府県 私立の小学校、中学校（中等教育学校前期課程を含む）、

知事 特別支援学校、夜間定時制高等学校、幼稚園の長

（２）調査票の配布収集方法

オンライン



Ⅱ 調査結果の概要

国公私立学校において米飯給食を実施している学校数は、全国で30,958校となってお

り、これは完全給食を実施している学校数の99.9％で、前年と同率となっている。

また、米飯給食の週当たりの回数は3.2回で、前年と比べ0.1回の増となっている。

区 分 平成２１年 平成２０年

学 校 数 ３０，９５８校 ３１，０９４校

実 施 率 ９９．９％ ９９．９％

実施回数(週当たり) ３．２回 ３．１回


